
 



やしお会をごぞんじですか？
やしお会は、家族や医療・福祉などの支援者が協力して、精神障害があっても

その人らしい生活ができる社会を作るため活動している団体です。

　　　　　　精神障害者には、「病気」と「障害」が
　　　　　　共存しているといわれています。
　　　　　　特徴には、生活のしづらさがあります。
集中力、柔軟性、対人関係等が苦手という人が多い
のですが、社会資源（福祉サービス事業やその他の
福祉制度等）を利用して、地域で生活できる人もた
くさんいます。

精神障害
とは

　　　　　　精神障害者の回復には、家族の理解と
　　　　　　協力がとても大切です。「あせらず、の
　　　　　　んびり、ゆっくりと」という気持ちで、
その人にあった生活を共に見つける事が必要です。
また、家族会は、家族であるがゆえの悩みやこころ
の重さを、話し合い、励まし合い、支え合うところ
です。勉強会や研修会などを開催して、当事者への
対応、福祉制度の活用、家族自身の心の健康などに
ついて学んでいます。
お近くの家族会を、お気軽にお訪ね下さい。

家 族 会
とは

　　　　　　障害があっても、その人らしい生活が
　　　　　　できるよう、地域では福祉施設などが
　　　　　　中心になって、生活（自立）訓練や就
労に関する訓練事業、相談支援事業、地域活動支援
センター事業などを行っています。地域の社会資源
を、活用しましょう！

精神障害者の
生活・自立・
就労支援は



や し お 会 の 事 業

家族の悩みを受け止め、互いにに支え合う。

・家族相談員養成事業
・家族相談会の実施
・定例家族会の実施
・地域座談会の開催
・当事者支援

互いに助け合う

精神障害者が安心して暮らせるような制度やサービスを、
受けられる要望活動を行う。

・行政へ要望活動
・県が主催する様々な審議会等への参加
・県社会福祉協議会が主催する会議への参加
・栃木障がいフォーラムへの参加等

要望活動を行う

精神障害について学び、その対処の仕方について学び合う。

・家族教室の実施
・中央大会の実施
・各種研修会への参加
・機関紙「やしお」の発行

学び合う




